這 入った なり 滅多に 外へ 出た 事がない。 その 書斎 はと 

リも なおさず 先生の 頭が 見えた 木の葉の 間の 高い 所で 

あった。 

余と 安倍 君と は 先生に 導び かれて、 敷物 も 何も 足に 

V はた 力 はしごた A 

触れない 素 裸の ままの 高い 階 子 段 を 薄暗が りに がた が 

のぼ 

た 云わせながら 上って、 階上の 右手に ある 書斎に 入つ 

た。 そうして 先生の 今まで 腰をおろして 窓から 頭 だけ 

を 出して いた 一番 光に 近い 椅子に 余 は 坐った。 そこで 

外面から 射す 夕暮に 近い 明り を 受けて 始めて 先生の 顔 

を 熟視した。 先生の 顔 は 昔と さまで 違って いなかった。 

先生 は 自分で 六十 三 だと 云われた。 余が 先生の 美学の 



花やかな 金文字 や 赤 や 青の 背 表紙が 余の 眼 を 刺激し 

なかった ばかりで はない。 純潔な 白色で さえつい に 余 

の 眼に は 触れずに 済んだ。 先生の 食卓に は 常の 欧洲 人 

力 力 

が 必要品とまで 認めて いる 白 布が 懸 つてい なかった。 

さらさが た きれ かぶ 

その代り にく すんだ 更紗 形 を 置いた 布が いっぱいに 被 

うち 

さって いた。 そうして その 布 はこの 間まで 余の 家に 預 

か つていた 娘の 子 を 嫁 づける 時に 新調して やった 布団 

の 表と 同じ ものであった。 この 卓 を 前にして 坐った 先 

生 は、 襟 も 襟 飾 も 着けて はいない。 千 筋の 縮みの 

シャツ せびろ むぞうさ 

襯衣 を 着た 上に、 玉子 色の 薄い 背広 を 一 枚 無造作に 

ひっかけ ただけ である。 始めから ii 式 ばらぬ ようにと 



きらい 

それほど 浮いた 事が 嫌な ので ある。 すべての 演奏会 

を 謝絶した 先生 は、 ただ 自分の 部屋で 自分の 気に 向い 

たと き だけ 楽器の 前に 坐る、 そうして 自分の 音楽 を自 

分 だけで 聞いて いる。 そのほかに はた だ 書物 を 読んで 

いる。 

文科 大学へ 行って、 ここで 一番 人格の 高い 教授 は 誰 

だと 聞いたら、 百 人の 学生が 九十 人まで は、 数 ある 日 

本の 教授の 名 を 口にする 前に、 まず フォン -ケー ベル 

と 答える だろう。 かほ どに 多くの 学生 か ら 尊敬 さ れ る 

先生 は、 日本の 学生に 対して 終始 渝ら ざる 興味 を 抱い 

て、 十八 年の 長い間 哲学の 講義 を 続けて いる。 先生が 



と さくばく 

疾 くに 索寞た る 日本 を 去るべく して、 いまだに 去らな 

いのは、 実に この 愛すべき 学生 あるが ためで ある。 

ひま 

京都の 深 田 教授が 先生の 家に いる 頃、 いつでも 閑な 

ばんさん 

時に 晚餐を 食べに 来い と 云われてから、 行かずに 経過 

した 月日 を 数える ともう 四 年 以上になる。 ようやく そ 

の 約 を 果して 安倍 君と い つ しょに 大きな 暗い 夜の 中に 

出た 時、 余 は 先生 はこれ から 先、 もう 何年ぐ らい 日本 

にいる つもり だろうと 考えた。 そうして 一度 日本 を 離 

れれ ばもう 帰らない と 云われた 時、 先生の 引用した 

ノ— モア— ネヴァ —モア— 

が no more, never more" と レ、 っホ ー の 句 を 田 心 レ： ±i し 

た。 



底本 ： 「夏 目漱石 全集^」 ちく ま 文庫、 筑摩 書房 

1988 (昭和 S) 年 7 月^日 第 ー 刷 発行 

底本の 親 本" 「筑摩 全集 類聚 版 夏 目漱石 全集」 筑摩 書房 

1971 (昭和^) 年 4 月〜 1972 (昭和^) 年 ー 

月に かけて 刊行 

入力 ： 柴田卓 治 

校正 ： 大野 普 

ファイル 作成 ： 野 ロ英司 

1999 年 5 月 じ 日 公開 

1999 年 8 月^日 修ノ正 

青空 文庫 作成 ファイル " 



この ファイル は、 インタ ー ネットの 図書館、 青空 文庫 

(http://www.aozora.gr.jp/) で 作られました。 入力、 

校正、 制作に あたった の は、 ボランティアの 皆さんで 



